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 はじめに 

 

 今日の社会は、急激にグローバル化、高度情報化や少子・高齢化が進行していることに

より、社会生活のあらゆる面が大きく変化し、地域社会では人と人とのつながりが希薄化

している中、地域における教育の充実はますます重要となっています。 

 このたび、教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、迅速な危機管理体制の

構築、地方公共団体の長と教育委員会との連携強化など教育委員会制度の抜本的な改革を

行うため、平成２７年４月１日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律が施行されました。改正された法律では、新たに市長と教育委員会で構成される

総合教育会議の設置が義務付けられ、この総合教育会議において、教育委員会と協議して

教育の振興に関する施策の大綱を策定することとされました。 

 嬉野市では、市政の最上位計画である平成２６年に策定した「嬉野市総合計画後期基本

計画」において、「豊かな自然、伝統、文化を守り、人を育てるまち」を目指し、教育分野

の政策展開を図っています。また、嬉野市教育委員会では、嬉野市総合計画の「歓声が聞

こえる嬉野市」を目指して、“心豊かでたくましい『嬉野っ子』の育成ができる教育”を実

現するための中期の教育ビジョン「嬉野市教育基本計画」を策定しています。本市では、

それぞれの計画を尊重しながら、教育を一層充実させ、地域を支える心豊かでたくましい

人材を育て、教育、学術、文化及びスポーツの振興を図るための総合的な施策の大綱を定

めました。 

 

 

 

                      平成２７年１０月 

                      嬉野市長  谷 口 太 一 郎 
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１ 教育大綱の位置づけ 

  この大綱は、本市の教育行政を推進するための基本指針となるものです。嬉野市総合

計画後期基本計画に定めるまちづくりの方針を踏まえ、その他関連計画との整合性を図

り、嬉野市の教育、学術、文化及びスポーツの振興に関する総合的な施策について、そ

の目標や施策の根本となる方針を定めます。 

 

 

２ 教育大綱の対象期間 

  本大綱の対象期間は、平成２７年度から平成２９年度までの３年間とします。ただし、

今後の社会情勢等の変化等により見直しが必要な場合は、総合教育会議において協議・

調整を行うものとします。 

 

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

       

       

       

       

       

  
 

    

 

 

３ 基本目標 

  「豊かな自然、伝統、文化を守り、人を育てるまち」の実現を目指して、市民一人ひ

とりがつながり、ともに支えあい、学びあって、夢や生きがいをもって豊かな人生を送

ることができるようなまちづくりを目指します。そのためには、家庭・地域・学校が協

働し、子どもから高齢者まで市民が一体となって学び続けることができるような施策を

展開していきます。 

  また、本市は「ひとにやさしいまちづくり」を掲げており、すべての市民が共に学び、

いきいきとした人生を送ることができるよう全員参加型の社会の構築を目指します。 

 

 

嬉野市教育大綱 

嬉野市総合計画後期基本計画 

嬉野市教育基本計画 

嬉野市子ども子育て支援事業計画 

嬉野市文化振興計画 

嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
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４ 重点目標及び重点事項(施策) 

 

嬉野市教育施策の体系 

 

まちづくりの基本目標 

１ 世代をこえて住み続けるまち 

２ 個性輝く魅力あふれるまち 

３ 活力のある自治先進のまち 

４ みんなで創る自立のまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

教育に関する重点目標 

１ 生きる力を育む学校教育の推進 

２ 教育活動を支える環境の整備 

３ いきいきとした人生を送る生涯学習・スポーツの推進 

４ 文化の振興と伝統・歴史文化財の保存活用 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCK3Yg_e45MgCFQunlAod-V4Cew&url=https://www.pref.saitama.lg.jp/a0307/kenminkaigi/katedokuhon/903-20091222-16.html&psig=AFQjCNFf5zN__dHo8JCNvs0y310iVlkF2g&ust=1446096798901282
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  新学習指導要領により行われている学校教育においても、旧学習指導要領の重要な要

素である「生きる力」を育むことが引き継がれています。「生きる力」を育むためには、

『確かな学力・豊かな人間性・健康な体』の３つをバランスよく身につけさせることが

重要であると考えます。教育の一元化のもと、学校・家庭・地域が一体となった幅広い

連携を強化していき、地域に根付いた地域ぐるみの開かれた特色ある学校づくりの推進

を図っていきます。 

 

  重点事項① 確かな学力の育成 

  教職員は、確かな学力についての認識を十分に持ち、指導と評価の一体化を図り、子

どもたちにじっくり学ばせ、活動させ、基礎・基本の確実な定着はもちろん、一人ひと

りのよさや可能性を伸ばすために、発展的な学習を含め子どもの特性を生かした学習の

充実と個に応じた指導の一層の工夫改善に努めていきます。また、家庭での学習習慣を

はじめとして、家庭と一体となった指導の工夫改善を図っていきます。さらに、小中学

校の９年間を見通した「小中連携・小中一貫教育」確立までの３（スリー）ステップに

係る学校経営方針、目指す子ども像、学校運営、施設・備品、学習指導、生徒指導、学

校行事、児童生徒会活動、校内研修会職員研修、地域連携学校運営協議会、ＰＴＡにつ

いて一貫した方針で、教育活動の充実を図っていきます。 

  家庭環境の違いに関わらず、等しく学習機会が与えられ、学習支援が受けられるよう

学びの場の提供に努めていきます。 

 

  重点事項② 豊かな人間性を培う心の教育の推進 

  生命を尊重する心、思いやりの心、倫理観や正義感、美しいものや自然に感動する心

などの豊かな人間性の育成を目指し、ボランティア活動や自然体験活動などの体験を重

視し、道徳教育等を通して心の教育の充実を図っていきます。 

  嬉野学（郷土を学び、郷土で学び、郷土を生かし、郷土を育てる学習）を学習するこ

とを通して、嬉野市を愛する心を育てるとともに、地域と連携した心の教育を推進し、

ひいては、嬉野市を育て担う子どもを育成していきます。また、『嬉野市副読本「生きる

力」の教科書』を活用し、今後出遭うかもしれない様々な問題に対して自己解決力や自

己防衛力とともに規範意識を育てていきます。 

  子どもにかかわる諸問題（不登校やさまざまな問題行動）に対応するために、学校・

家庭・地域・関係機関等と連携して生徒指導、教育相談等を進めていきます。 

  いじめは、どの学校でも、そして学校の内外を問わず起こり得るという認識のもと、

市、教育委員会、学校は、積極的な実態把握、情報を共有する校内体制づくり、いじめ

を出さない・許さない学級づくり、ＰＴＡや地域及び関係機関との連携体制づくり等を

総合的に推進していきます。 

  特別な配慮や支援を必要とする児童生徒が社会全体の様々な機能を活用して、十分な

教育が受けられるよう教育を充実するとともに、特別な配慮や支援を必要とする児童生

重点目標１ 生きる力を育む学校教育の推進 
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徒を理解し、共に学ぶことができる環境づくりを構築していきます。 

  さらに、子どもの健全な食生活実現と豊かな人間形成を図るため、学校における食育

を推進していきます。 

 

  重点事項③ 教職員の資質や指導力の向上 

  子ども、保護者、地域社会の信頼に応え、学校教育の充実・発展に専念するという教

育公務員としての教師に課せられた大きな使命を果たすため、教職員は今日的課題に即

した意識改革を行う必要があります。また、その使命を達成するために、広い教養と豊

かな人間性、深い教育的愛情や専門的な指導力と自らを厳しく律する態度が大切である

ことを認識し、日ごろから研究と修養に努めます。 

 

  重点事項④ 社会の変化に対応した教育の推進 

  社会が大きく変化し様々な教育課題がある中で、学校は保護者や地域住民の協力を得

て、教育活動を展開していくことが必要であり、子どもたちはもちろん、保護者や地域

から信頼される学校づくりが大切であると考えます。 

  そのために、校長、教頭の強力なリーダーシップのもと、教育活動や学校運営の状況

について、自己評価や学校関係者評価を充実させ、教育活動に対する支援・協力体制を

確立し、学校の教育活動や学校運営の改善に取り組み、諸教育課題について教育委員、

学校関係者、市関係部局等と共有し、解決に努めていきます。 

  また、教育の情報化の推進にあたっては、ＩＣＴの利活用について、効果を検証しな

がら進め、高度情報化社会に対応できる情報処理能力を育てるとともに、分かりやすい

効果的な授業の創造や、校務の効率化を図っていきます。 

 

  重点事項⑤ 地域ぐるみの教育の推進（地域運営学校の推進） 

  本市が推進する教育の一元化を図るためには、学校・家庭・地域社会が一体となって

子どもの教育に当たっていくことが必要であると考えます。 

  そのためには、学校運営協議会を活性化し、ボランティア団体等の更なる有効活用を

図りながら、「地域の子どもは地域で守り育てる」といった気運を醸成するため、学校運

営協議会を地域コミュニティの組織に位置付け、更なる連携強化を行っていきます。学

校運営に地域からの声を取り入れることにより学校マネジメント力を向上させ、学校の

資源を積極的に地域の活動に提供することによって、地域住民が学校の教育活動を支援

し、ひいては学校教育の質を向上させ、「新しい公共」型学校の意識を育むことを目標と

して、学校運営協議会や地域コミュニティとの連携強化を推進していきます。 
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  市民に提供する教育は、質の維持・向上が必要です。そのためには、教育内容はもち

ろんのこと、教育施設や児童生徒の安全・安心など教育を取り巻く様々な環境について

も、より良い環境が求められています。 

  本市ではこれまで、学校施設をはじめ、社会教育施設、スポーツ施設、文化施設の計

画的な整備に努めてきました。これに加え、学校教育の場においては、児童生徒の安全・

安心対策や、学校給食、教育支援など、子どもたちの教育環境の充実に努めております。

また、市民のライフステージに応じた様々な学習活動を支える環境整備にも努めてきて

おります。 

  今後は、こうした環境整備に加えて、様々な教育課題への的確かつ迅速な対応を図る

ため、教育委員会や地域と連携をはかりながら、地域の実情に即した教育行政を展開し

ていきます。 

 

  重点事項① 安全・安心、快適で質の高い教育環境の整備 

  本市では、幼児期から高齢期にいたるまでの市民の教育活動を支え、充実させるため、

安全・安心を基本とした良質な教育環境の整備に努めます。 

  (１) 学校施設・設備の整備 

    校舎や体育館については、そこで学ぶ児童生徒の安全を確保するとともに、災害

時には市民の避難施設になることも考慮し、特別な配慮や支援を必要とする児童生

徒や市民にも配慮したユニバーサルデザイン化を基調とした施設の整備を進めます。

また、学習手段として常用性が増すＩＣＴの環境整備については、教育の水準を上

げるために効果的なものを推進していきます。 

    校内や通学路に関しても児童生徒を事件・事故・災害から守るための適切な安全

管理の充実に努めていきます。 

  (２) 学校教育支援 

    児童生徒一人ひとりのニーズを把握し、それに応じたサポートができる支援体制

を推進していきます。 

  (３) 社会教育施設・スポーツ施設・文化施設の基盤整備 

    社会教育活動・スポーツ活動・文化活動の充実には、その活動の基盤となる施設

整備が必要です。そのため、施設の安全確保をはかるとともに市全体の施設整備と

の整合性をはかりながら計画的な整備を進めていきます。 

 

  重点事項② 地域(コミュニティ)と学校教育の共生 

  少子・高齢化が進展し、子どもたちを取り巻く環境や家庭の状況、地域コミュニティ

の姿も変化する中で、ソフト・ハードの両面で学校の役割が重視されています。 

  学校は、人と人をつなぎ、様々な課題へ対応し、地方創生の核となる地域コミュニテ

ィの中心としての役割を果たしています。このため、こうした学校の持つ潜在力を十分

に発揮するためには、学校と地域が連携・協議し、子どもが抱える課題を地域ぐるみで

重点目標２ 教育活動を支える環境の整備 
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解決していく体制を構築するとともに、学校施設の機能を高めるための条件整備を進め

ていきます。 

  コミュニティスクールを核とした地域とともにある学校づくりの推進のために、各地

域コミュニティの活性化を推進していきます。 
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  21世紀の我が国は、誰でもが自らの能力と努力によって自己の未来を切り開きその夢

や志を実現することができるような、柔軟で活力ある社会を創造していくことが求めら

れています。また、社会が多様に、かつ急激に変化する中で市民にとっては学習による

自己確立だけでなく、全ての市民が社会を構成する要員として社会参加と交流ができる

環境が必要となっています。また、地域コミュニティの設立により地域力の向上をささ

える個々の意識の高揚も求められるようになっています。 

  このため、社会のさまざまな教育・学習システムを総合的に捉えその連携を深め、生

涯にわたっていつでも自由に学習機会を選択し、一人ひとりが学ぶことによって、自立

した豊かで生きがいのある生活を送ることができるように、生涯学習のまちづくりの施

策を展開していきます。特に少子・高齢化が加速する中、青少年には「生きる力」を、

高齢者には「生きがい」を育むように推進していきます。 

 

  重点事項① 生涯学習の推進 

  (１) 学習の機会の拡充と支援体制の確立 

    市民の学習ニーズが多様化、高度化しつつある現在、人々が多様な学習活動に主

体的に取り組み、活動の範囲や内容を拡大し、深めたりできるように、市民の自主

的な学習活動の喚起と支援体制の確立に努めていきます。 

 

  (２) 新しい絆の発見 

    地域社会での社会福祉・青少年・環境保全・国際交流等の諸活動は、人と人との

出会いや新しい友との融合の場になり、人間同士の結びつきが強まってネットワー

クが深められ、新しい絆の発見に結びつくものです。これらの場で得た絆を地域コ

ミュニティの活動推進の基として、さまざまな地域活動の活性化に結び付け、生き

がいを育むことができるような生涯学習のまちづくりを推進していきます。 

 

  (３) 地域活動の拡充・活性化と基盤づくり 

    まちづくりの基本である人づくりを進めるため、生涯学習を充実させ、地域社会

の活性化に向けての基盤を整備していきます。「活力ある地域づくり」と「生涯学習

の推進」は相互に関連するものとして推進し、地域コミュニティとの連携を図って

いきます。 

 

  (４) 人権尊重と男女共同参画社会の形成 

    真に豊かな地域社会を築いていくためには、男女がその人権を尊重しつつ責任を

分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を発揮することができる男女共同

参画社会の実現が必要であると考えます。この理念のもとに、家庭、地域、職場、

学校などあらゆる場において男女共同参画を推進していきます。 

 

重点目標３ いきいきとした人生を送る生涯学習・スポーツの推進 
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  重点事項② 青少年教育の推進 

  (１) 教育の一元化 

    学校・家庭・地域の相互連携、協力体制の整備に努め、地域活動、奉仕活動や自

然体験活動などの学校外の活動の充実・拡大を推進していきます。 

 

  (２) 乳幼児期の教育 

    保健、福祉、教育の各部門の連携により、妊婦の指導や乳幼児期の発育相談など

子どもが生まれる時点での心と体の健康対策を充実するとともに、家庭教育学級や

子育てグループ、サポーター等の育成・支援など保護者の学習機会の充実に努めて

いきます。 

 

  (３) 少年期の教育 

    少年期の健全で健やかな発達のために、人間関係を大切にし、他の人たちと協同

して物事に取り組むことを通して、他人を思いやる心などを身につけられるように

生きる力を育成していきます。また、家庭教育支援体制の充実や市民総参加による

健全育成活動の推進に取り組んでいきます。 

 

  (４) 青年期の教育 

    青年期における自立を温かく見守り、また、情緒的不安を取り除くために、学習

を通して多くの仲間との絆づくりができるように、多様な学習の機会と場を設置し、

社会参加を促すような活動の場を設けることに努めていきます。 

 

  重点事項③ スポーツの振興 

  (１) 生涯スポーツの振興 

    関係団体と連携を図りながら、競技力の向上、指導者育成など市民スポーツの振

興に努め、市民誰もが生涯を通じて年齢や体力、目的に応じてスポーツに親しむこ

とができる環境づくりを推進していきます。 

 

  (２) スポーツ施設の充実 

    社会体育施設の計画的な整備・充実と共用する学校体育施設の整備、開放に努め

ていきます。 
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  本市の歴史的文化財は、先人たちがその地域の豊かな自然や風土の中で育み継承して

きたもので、今なお、地域の人々の心のよりどころとして生き続けています。市民一人

ひとりがふるさとの歴史や文化の素晴らしさを再発見・再認識することによって地域文

化を発展させ、価値ある歴史的文化財を後世に伝えることが可能となります。そのため

の調査・研究を行い、積極的に公開・活用して潤いのあるまちづくりに努めていきます。 

  関連団体や研究家との連携により文化振興策の推進に努めていきます。 

 

  重点事項① 文化を振興し、親しむ環境の整備 

  本市の歴史と文化の土壌を守り、さらに発展向上を図るため、市民自ら参加し、創造

する文化活動を育成・支援し、新しい分野の発掘、後継者の育成に努めていきます。こ

のためには、文化施設を一層充実するとともに「創る、観る、触れあう、参加する」な

どの活動を推進していきます。 

  また、優れた芸術文化の鑑賞機会の提供や、市民が参加・創造する文化事業を実施し、

あらゆる層あらゆる世代の市民が潤いのある文化的な生活を営み、いきいきとした人生

の創造を支援する文化振興施策を推進していきます。 

 

  重点事項② 歴史的文化財の保存と活用 

  ふるさとの歴史的文化財は、先人たちがその地域の自然や風土の中で育て伝え残した

もので、私たちの祖先がそれぞれの時代の中で生きてきた証であり、今もなお地域の人々

の心のよりどころとして生活の中に生き続けています。このような歴史的文化遺産を後

世に伝えるために文化財保護の高揚に努め、文化財の指定や保存、公開に努めていきま

す。 

  さらに、地域に伝わる伝統的な祭り、行事、芸能、技術等の民俗文化財を生活に息づ

く大切な文化遺産として保存、継承し、次代を担う子どもたちに伝えていく活動の支援

に努めていきます。 

 

        

 

重点目標４ 文化の振興と伝統・歴史文化の保存活用 


